
　二市場（東証、名証）における普通株式の投資部門別

売買代金の最近のシェア推移をみると、海外投資家は

ほぼ一貫して上昇している。

出所 ： 日本取引所グループ

　       統計情報(株式関連）の投資部門別売買状況の

　　　 「株式売買状況[金額]」より作成

（単位：％） 売り買い合計の比率

証券会社
の自己

法人等 個人
海外投資

家
  https://www.jpx.co.jp/markets/statistics-equities/monthly/00-archives-01.html

2009年 26.5 13.0 21.5 39.0
2010年 24.2 11.0 17.6 47.2
2011年 19.0 10.1 17.7 53.2
2012年 17.9 10.1 18.0 54.0
2013年 12.5 8.6 28.0 50.8
2014年 13.0 8.2 23.3 55.5 （注）2013年7月2週までは三市場（東京・大阪・名古屋）の合計
2015年 13.8 7.8 20.0 58.4
2016年 15.2 7.8 17.4 59.6
2017年 15.5 7.7 18.5 58.3
2018年 15.4 6.7 16.8 59.9

個人は下降傾向となっている。

投資部門別株式売買代金（二市場）

　2013年以降、証券会社の自己は上昇傾向にある一方で、
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